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五城目町町制施行60周年

今月のひとコマ
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1,012人がエントリー
10月25日、第22回五城目朝市500年記念マラ
ソンが開催されました。冷たい風が吹くあいにく
の空模様でしたが、馬場目路を力いっぱい駆け
抜けました。



主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第
39
回
産
業
文
化
祭
を
開
催

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

の
第
２
部
で
は
、
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん
に
、

「
安
倍
内
閣
と
地
方
創
生
」
と
い

う
演
題
で
記
念
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

橋
本
さ
ん
は
、「
安
倍
内
閣
は

今
ま
で
と
は
違
う
内
閣
。
支
持
率

が
下
が
っ
た
が
、
ま
た
上
が
っ
て

き
た
。
経
済
も
地
方
ま
で
は
届
い

て
い
な
い
が
、
だ
ん
だ
ん
明
る
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
安
倍
内
閣
は
地
方
に
対

す
る
愛
情
が
少
な
い
。
地
方
創
生

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
昨
年

か
ら
だ
。
地
方
創
生
は
、
地
方
を

大
切
に
思
う
心
だ
と
思
う
。

母
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
全

国
の
い
た
る
所
に
独
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
が
い
て
、
そ
う
い
う
人

た
ち
を
大
切
に
す
る
政
治
は
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

東
京
で
は
真
冬
で
も
布
団
が

干
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
田
舎
で

は
独
り
暮
ら
し
の
お
ば
あ
さ
ん
が

ず
っ
と
雪
か
き
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
雪
で
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の

が
政
治
で
は
な
い
か
。

地
方
創
生
で
問
わ
れ
て
い
る

の
は
、
ふ
る
さ
と
や
親
を
大
切
に

し
よ
う
と
思
う
思
い
や
り
の
心
で

は
な
い
か
。
ま
ず
身
近
な
人
を
大

事
に
し
て
い
こ
う
。
親
、
友
達
と

ど
ん
ど
ん
広
げ
て
、
そ
れ
が
国
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と

町
出
身
の
お
母
様
の
お
話
と
地
方

創
生
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
三
種

町
鯉
川
に
あ
る
橋
本
五
郎

文
庫
の
お
話
や
政
治
の
裏

話
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
月
３
日
、
広
域
五
城
目
体
育

館
で
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

昭
和
30
年
に
旧
五
城
目
町
、
馬
場

目
村
、
富
津
内
村
、
内
川
村
、
大

川
村
が
合
併
し
、
新
五
城
目
町
と

し
て
町
制
を
施
行
し
て
60
周
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。

渡
邉
町
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の

「
五
城
目
町
」
を
町
民
み
ん
な
で
創つ

く

り
、
ま
い
進
し
、
そ
し
て
未
来
を

き
り
ひ
ら
い
て
い
く
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
約
３
０
０
人
が

出
席
。
渡
邉
忠
陸
さ
ん
（
広
ケ
野
）

と
猿
田
由
男
さ
ん
（
舘
町
）
を
今

年
度
の
町
功
労
者
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
る
千
代
田
区
に
感
謝

状
を
贈
り
、
記
念
品
を
交
換
し
ま

し
た
。

午
後
か
ら
の
第
２
部
で
は
、
五

城
目
一
中
と
五
城
目
高
校
に
よ
る

吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
60
周
年
記
念

作
文
の
表
彰
と
朗
読
、
読
売
新
聞

特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
、
天
地
人
に
よ

る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
町
制
施

行
60
周
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

◉
主
催
者
賞 

（
敬
称
略
）

♦
優
秀
農
業
賞

　

 

農
事
組
合
法
人
杉
沢
フ
ァ
ー
ミ
ン

グ
♦
農
村
い
き
い
き
大
賞

　

五
城
目
エ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

♦
農
産
の
部

優
秀
賞　

伊
藤　

文
男
（
石　

崎
）

　
　
　
　

(農)
山　
ゆ　
り
（
下
山
内
）

優
良
賞　

伊
藤　

邦
臣
（
石　

崎
）

　
　
　
　

㈲
清
流
フ
ァ
ー
ム
（
町
村
）

　
　
　
　

舘
岡　

清
耕
（
上
高
崎
）

　
　
　
　

小
玉　

重
博
（
西　

野
）

　
　
　
　

加
藤　

武
男
（
石　

崎
）

奨
励
賞　

小
玉　

ア
キ
（
中　

村
）

　
　
　
　

石
井　

勝
美
（
黒
土
２
区
）

　
　
　
　

一
関　

礼
子
（
久　

保
）

　
　
　
　

石
井　

静
子
（
蓬
内
台
）

　
　
　
　

石
井　

ヒ
ロ
（
黒
土
２
区
）

　
　
　
　

谷
地
中
村
づ
く
り
組
合

（
谷
地
中
）

♦
商
工
の
部

優
秀
賞　

伊
藤　

國
男
（
台
御
蔵
下
）

優
良
賞　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

　
　
　
　

渡
邉　

益
光
（
畑　

町
）

奨
励
賞　

伊
藤　

國
男
（
台
御
蔵
下
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

♦
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

優
秀
賞　

蓬
内
台
町
内
会

　
　
　
　

門
前
町
内
会

優
良
賞　

伊
藤　

賢
藏
（
町　

村
）

奨
励
賞　

伊
藤　

榮
作
（
町　

村
）

♦
生
活
工
夫
展
の
部

優
秀
賞　

ち
く
ち
く
工
房
（
久　

保
）

優
良
賞　

工
藤　

誠
子
（
下
樋
口
）

ア
イ
デ
ア
賞

　
　
　
　

小
玉　

香
奈
（
高　

崎
）

努
力
賞　

一
関　

育
子
（
久　

保
）

♦
う
ま
い
米
づ
く
り
の
部

優
秀
賞　

猿
田　
　

始
（
樋　

口
）

優
良
賞　

朝
野　

信
夫
（
上
山
内
）

奨
励
賞　

石
井　

幸
蔵
（
町　

村
）

♦
福
祉
展
の
部

優
秀
賞　

小
川
口
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

（
小
川
口
）

努
力
賞　

小
玉　

ト
シ
（
岡
本
１
区
）

　
　
　
　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
い
こ
い
の
里

（
岩
城
町
）

ア
イ
デ
ア
賞

　
　
　
　

福
寿
荘
（
紀
久
栄
町
）

♦
文
芸
作
品
展
の
部

《
短
　
歌
》

入
選
１
位　

工
藤　

誠
子
（
下
樋
口
）

入
選
２
位　

大
石　

政
子
（
岡
本
２
区
）

入
選
３
位　

近
江
ち
ど
り
（
今　

町
）

佳
作
１
位　

小
浜　

キ
エ
（
古
川
町
）

佳
作
２
位　

小
熊　

正
明
（
下
樋
口
）

佳
作
３
位　

伊
藤　

義
成
（
畑　

町
）

《
俳　

句
》

入
選
１
位　

本
間　

富
子
（
昭
辰
町
）

入
選
２
位　

工
藤
ミ
ネ
子
（
上
田
町
）

入
選
３
位　

田
村　

陽
子
（
大
潟
村
）

佳
作
１
位　

伊
藤　

豊
子
（
八　

田
）

佳
作
２
位　

村
上
ハ
ツ
子
（
雀　

舘
）

佳
作
３
位　

山
平　

富
子
（
新　

町
）

《
川　

柳
》

入
選
１
位　

遊
佐　

美
幸
（
潟
上
市
）

入
選
２
位　

鈴
木
さ
く
ら
（
矢
場
崎
）

入
選
３
位　

細
田　

陽
炎
（
舘　

町
）

佳
作
１
位　

舘
岡　

稲
風
（
大
潟
村
）

佳
作
２
位　

佐
藤
ち
ず
る
（
西　

野
）

佳
作
３
位　

加
藤　

円
心
（
新
里
町
）

　

11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
、
広
域
五
城
目
体
育
館
を
主
会

場
に
第
39
回
町
産
業
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

産
業
文
化
祭
で
は
、
農
産
物
や
商
工
業
製
品
の
展
示
や
文
化
展
・
芸

術
展
・
食
育
コ
ー
ナ
ー
・
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
の
部
な
ど
各
部
門
の
中
か
ら
54
点
が
優
秀
賞
、
優
良
賞

な
ど
の
各
賞
を
受
賞
し
、
11
月
３
日
の
産
業
文
化
祭
褒
賞
授
与
式
で
代

表
９
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木の遊具、おもちゃが楽しい木育キャラバンは子どもの笑顔がいっぱい

姉妹都市の千代田区に感謝状を贈り、組子細工のついたてと
江戸押し絵羽子板の記念品を交換する石川千代田区長㊨と渡邉町長

町功労者の渡邉忠陸さん夫妻㊧と
猿田由男さん夫妻

大間ジローさん㊧と田中恵さん㊥、
黒澤博幸㊨さんによる天地人のライブ

五城目一中と五城目高校吹奏楽部の
ミニコンサート

優秀農業賞を受賞した農事組合法人杉沢
ファーミングの石川悦運さん

五城目産の野菜がもらえるクイズが人気
の「食育コーナー」

読売新聞特別編集委員
橋本五郎さん

先
人
に
感
謝
し
、発
展
を
誓
い
合
う

町
制
施
行
60
周
年
式
典
を
開
催

【
記
念
講
演
】 

安
倍
内
閣
と
地
方
創
生

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
　
　

橋
本
　
五
郎
　

さ
ん
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60
周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品
（
中
学
生
の
部
）

　

五
城
目
町
の
未
来

五
城
目
第
一
中
学
校　

１
年　

佐
藤　
　

和　

今
年
で
、
五
城
目
が
合
併
し
て
か
ら
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
五
城
目
の
い

い
所
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
自
然
が
豊
か

な
所
で
す
。
ど
ん
な
所
に
い
て
も
、
辺
り
を
見

渡
せ
ば
、
必
ず
秋
田
県
・
五
城
目
の
木
で
あ
る

杉
の
木
が
見
え
ま
す
。
私
も
含
め
て
花
粉
症
の

人
に
は
、
杉
の
木
が
き
ら
い
な
人
が
多
い
そ
う

で
す
が
、
私
は
こ
の
木
を
見
る
と
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
る
の
で
大
好
き
で
す
。
他
に
も
、

五
城
目
町
の
名
所
で
あ
る
、
釣
り
キ
チ
三
平
の

ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
「
ネ
コ
バ
リ
岩
」
が
五
城

目
町
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
自
然
を
示
し
て
い

ま
す
。
ネ
コ
バ
リ
岩
は
自
然
が
も
た
ら
し
た
造

形
で
、
周
囲
に
は
き
れ
い
な
水
が
流
さ
れ
る
沢

が
あ
り
ま
す
。
自
然
そ
の
も
の
が
名
所
な
こ
と

が
、
五
城
目
町
は
緑
豊
か
な
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
長
い
歴
史
を
持
っ
た
朝
市
で
す
。

朝
市
の
始
ま
り
は
、
馬
場
目
の
地
頭
が
家
臣
に

命
じ
、
町
村
に
「
市
神
」
を
ま
つ
ら
せ
、
そ
こ

に
「
市
」
を
開
い
た
こ
と
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
が
開
か
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
５

０
０
年
前
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
市
は
主
に

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
が
商
売
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜

や
、
新
鮮
な
魚
、
自
家

製
の
梅
干
し
や
漬
け
物
、

花
な
ど
が
売
ら
れ
て
い

ま
す
。
朝
市
名
物
の
お

や
き
や
大
ば
ん
焼
き
も
手
に
入
り
ま
す
。
朝
市

の
内
で
も
一
番
好
き
な
所
は
、
や
っ
ぱ
り
お
じ

い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
で
す
。
こ
ち
ら
が

話
し
か
け
ら
れ
ず
に
い
て
も
、
に
っ
こ
り
し
て
先

に
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
買
い
物
を

し
た
時
に
は
、
た
い
て
い
の
み
な
さ
ん
が
お
ま

け
を
付
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
商
品
だ
っ
た

り
、
値
段
を
下
げ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
が
以
前
お
花
を
買
っ
た
ら
、
買
っ
た
量
の
２
、

３
倍
ぐ
ら
い
は
あ
り
そ
う
な
お
花
を
お
ま
け
に

付
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
傷
が
付
い
た
花
を
お

ま
け
し
た
の
か
と
思
っ
て
も
、
ふ
つ
う
の
花
と

変
わ
ら
な
い
き
れ
い
な
お
花
ば
か
り
で
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
て
、
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
て

花
び
ん
に
生
け
ま
し
た
。

五
城
目
町
は
、
自
然
と
優
し
い
人
た
ち
が
あ

ふ
れ
て
い
る
と
て
も
良
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
小
学
生
に
な
る
少
し
前
ま
で
、
追
分
の
方

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
追
分
も
緑
が
あ
る
に
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
に
い
て
も
見
え
る
と
い

う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
え
る
の

は
高
い
建
物
の
す
き
ま
に
見
え
る
看
板
ぐ
ら
い

で
、
移
り
住
ん
で
か
ら
し
ば
ら
く
は
そ
の
光
景

が
見
な
れ
な
く
て
と
っ
て
も
い
や
で
し
た
。
そ

れ
に
比
べ
て
五
城
目
町
は
緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
す
ご
く
開
放
感
が
あ
る
の
で
追
分
よ
り
も

ず
っ
と
ず
っ
と
大
好
き
な
町
で
す
。

私
は
将
来
、
就
職
し
て
も
五
城
目
か
ら
職
場

に
通
お
う
と
思
い
ま
す
。
五
城
目
は
と
っ
て
も

す
て
き
な
町
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
の
町
の
自
然
を
生
か
し
た
事
業
で
こ
の

町
が
発
展
し
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
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瑞 

宝 

単 
光 
章
　

畑
澤
　
甚
一
さ
ん

（
73
歳
・
湯
ノ
又
４
区
）

能
楽
の
普
及
・
発
展

木
材
産
業
の
振
興・発
展

畑
澤
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
町
消
防
団

に
入
団
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
副
分
団
長

を
、
平
成
６
年
に
は
同
分
団
長
を
、
平
成

10
年
に
は
団
本
部
付
分
団
長
を
、
同
14
年

か
ら
18
年
ま
で
副
団
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
団
員
の
指
導
育
成
、
火

災
予
防
運
動
の
推
進
強
化
、
消
防
施
設
の

整
備
拡
充
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
58
年
消
防
ラ
ッ
パ
隊
の
設
立

と
と
も
に
同
副
隊
長
に
任
命
さ
れ
、
平
成

元
年
か
ら
同
２
年
ま
で
は
隊
長
と
し
て
指

導
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
と
一
緒
に
訓
練
し
た
こ
と
が
よ

い
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。

小
玉
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
か
ら
、
地
域
の
有
志
へ

謡
曲
指
導
を
行
う
な
ど
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
60
年
に
は
県
能
楽
囃
子
連
盟
を
組
織
さ

れ
、
初
代
会
長
に
就
任
し
、
技
術
向
上
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
毎
年
県
能
楽
囃
子
大
会
を
開
催
し
、
本

県
で
は
未
開
拓
だ
っ
た
能
楽
囃
子
を
普
及
さ
せ
ま
し

た
。ま

た
県
謡
曲
連
盟
会
長
と
し
て
、
国
民
文
化
祭
・

あ
き
た
２
０
１
４
で
は
「
能
狂
言
の
祭
典
」
の
成
功

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
地
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
県
集
成
材
工
業
協
同

組
合
理
事
に
就
任
。副
理
事
長
、理
事
長
を
歴
任
さ
れ
、

同
組
合
の
発
展
と
地
域
木
材
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
県
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事

に
就
任
。
副
理
事
長
、
理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
県
木

材
産
業
界
の
再
編
整
備
の
方
向
性
を
導
き
出
し
、
平

成
26
年
秋
田
ス
ギ
製
材
協
同
組
合
を
設
立
さ
れ
針
葉

樹
製
材
業
界
の
統
一
化
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
表
彰

石
川
　
良
司
さ
ん

（
79
歳
・
杉
沢
）

こ
の
度
消
防
功
労
で
畑
澤
甚
一
さ
ん

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
月
30
日
、
２
０
１
５
年
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
の
特
別
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
、「
年
貢
を
納
め
て
村
民
に
な
ろ
う
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
シ
ェ
ア
ビ

レ
ッ
ジ
町
村
」
の
取
り
組
み
が
３
、５
６

８
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
２
０
１
５
年

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
地
域
づ
く
り
デ
ザ

イ
ン
賞
（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
町
村
は
、
米
直
売

会
社
社
長
の
武
田
昌
大
さ
ん
（
北
秋
田

市
）
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
長

の
丑
田
俊
輔
さ
ん
（
紀
久
栄
町
）、
農

家
の
松
橋
拓
郎
さ
ん
（
大
潟
村
）
の
３

者
が
企
画
。
個
人
所
有
で
は
維
持
費
が

掛
か
る
馬
場
目
町
村
の
か
や
ぶ
き
屋
根

の
民
家
を
大
勢
の
出
資
者
を
集
め
る
こ

と
で
保
存
し
、
人
が
集
う
場
所
と
し
て

活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
「
年
貢
」
と
い
う
会
費

を
募
り
、
現
在
「
村
民
」
と
呼
ば
れ
る

会
員
は
１
、１
２
５
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
開
村
式
、
８
月
に
は

「
一い

っ

き揆
」
と
い
う
村
祭
り
、
首
都
圏
で
村

民
な
ど
を
対
象
と
す
る
「
寄よ

り
あ
い合
」
と
い

う
交
流
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
会
費
を
活
用
し
水
回
り

な
ど
を
改
装
し
、
農
家
民
宿
と
し
て
運

営
し
て
い
る
築
１
３
３
年
の
民
家
に

は
、
５
月
の
開
業
以
来
約
３
０
０
人
の

方
が
宿
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
地
域
文

化
や
風
土
に
根
ざ
し
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
町
村
の
管
理
人
を

さ
れ
て
い
る
半
田
理
人
さ
ん
は
「
シ
ェ

ア
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
い
つ
で
も
見
学

に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話
さ
れ
て

い
ま
す
。
半
田
さ
ん
、
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ

ジ
町
村
の
連
絡
先
は
☎
０
８
０
・
２
８

３
４
・
３
２
０
３
で
す
。

　
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
町
村
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

県
文
化
功
労
者
に
本
町
か
ら
２
人
が
選
出

森
林
組
合
経
営
功
労
者
賞（
県
知
事
賞
）

五
城
目
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
の
佐
藤
成
孝

さ
ん
が
森
林
組
合
経
営
功
労
者
賞
と
し
て
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
平
成
16
年
に
五
城
目
森
林
組
合
理
事

に
。
同
22
年
か
ら
代
表
理
事
組
合
長
を
務
め
ら
れ
、

新
規
雇
用
を
行
い
、
若
者
の
地
元
定
着
と
林
業
技
術

者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
搬
出

間
伐
を
行
い
、
森
林
所
有
者
に
収
入
を
還
元
す
る
な

ど
、
森
林
組
合
の
経
営
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

小玉康夫さん
（80歳・高千）

菊地成一さん
（66歳・雀舘）

佐藤成孝さん
（82歳・雀舘）

こ
の
ほ
ど
、
統
計
調
査
員
を
務
め
ら
れ
、

統
計
業
務
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
石
川
良
司

さ
ん
が
、
統
計
功
労
者
と
し
て
農
林
水
産

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
の
農
家
調
査

以
降
、
農
林
水
産
業
調
査
、
農
家
調
査
、

農
業
基
本
調
査
に
19
回
、
農
林
業
セ
ン
サ

ス
調
査
に
は
12
回
な
ど
、
農
業
関
係
の
統

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
昭
和
35
年
か
ら
国
勢
調

査
員
を
務
め
ら
れ
、
平
成
13
年
に
は
総
務

大
臣
か
ら
国
勢
調
査
功
績
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
に
は
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

かやぶき屋根の民家を保存し、人が集う場
所にしようと始めたシェアビレッジ町村

コンサートも行われる広い土間
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▲

２km　小学１〜４年生男子	 （34人出場）

①藤本　孝輔	 （大館Jr.A・7分28秒）
②川口　祥希	 （西海小・7分30秒）
③佐藤　　快	 （秋田市・7分39秒）

▲

２km　小学1〜 4年生女子	 （25人出場）

①工藤　萌衣	 （東英RC・8分35秒）
②小松原　光	 （上川沼小・8分42秒）
③島﨑ひなた	（五城目ミニバス・8分49秒）

▲

３km　小学5〜 6年生男子	 （18人出場）

①佐々木　楓	 （東英RC・11分06秒）
②髙橋　誉生	 （東英RC・11分08秒）
③齋藤　　翼	 （東英RC・11分16秒）

▲

３km　小学5〜 6年生女子	 （14人出場）

①尾崎　菜心	 （十和田小・12分04秒）
②佐良土陽子	 （明徳小・12分26秒）
③小林　花凜	 （東英RC・12分46秒）

▲

３km　中学生女子	 （18人出場）

①盛　　瑞希	 （東英中・11分49秒）
②濱松　咲楽	 （大館一中・12分08秒）
③大山　由華	 （能代南中・12分21秒）

▲

５km　中学生男子	 （18人出場）

①高橋　優人	 （東英RC・16分01秒）
②米坂　岬大	 （東英RC・16分55秒）
③工藤　竜二	 （東英RC・17分14秒）

▲

５km　16歳〜 39歳以下男子	（26人出場）
①高橋　宏弥	 （ＳRC・16分09秒）
②安田　拓哉	 （秋田救難隊・16分27秒）
③細谷　和幸	 （秋田市・16分34秒）

▲

５km　16歳〜 39歳以下女子	（35人出場）
①渡邉　瑞希	 （秋大医陸・19分46秒）
②加藤　咲子	 （五城目町・20分23秒）
③工藤　紗雪	 （五城目町・20分55秒）

▲

５km　40歳〜 59歳以下男子	（34人出場）
①杉本　　誠	 （秋田自衛隊・16分24秒）
②富樫　　満	 （秋田県庁・16分26秒）
③佐藤　　巧	 （秋田大学・16分29秒）

▲

５km　40歳〜 59歳以下女子	（29人出場）
①杉渕　澄子	（体力増強計画・20分22秒）
②工藤小百合	 （クロベ・21分27秒）
③田近　優佳	 （秋田市・22分11秒）

▲

５km　60歳〜 69歳以下男子	（31人出場）
①笹村　　茂	（秋田一ツ森RC・19分53秒）
②熊沢　　仁	 （東英RC・19分54秒）
③畠山　達志	（秋田県走友会・20分25秒）

▲

５km　60歳以上女子	 （17人出場）

①小野　恵子	（秋田LSDクラブ・24分59秒）
②荒谷智以子	 （青森県・25分08秒）
③遠藤　静江	 （秋田市・25分22秒）

▲

５km　70歳以上男子	 （27人出場）

①金　　公四	（秋田一ツ森RC・21分30秒）
②佐藤　　実	 （五城目町・21分49秒）
③高橋　耕二	 （本荘偉駄７・21分56秒）

▲

10km　30歳未満男子	 （41人出場）

①三沢　純也	 （秋田自衛隊・31分39秒）
②佐々木　渉	 （ニプロＡＣ・32分32秒）
③白土祐太郎	 （秋田自衛隊・32分34秒）

▲

10km　30歳未満女子	 （16人出場）

①猿田　和恵	 （五城目町・48分33秒）
②滝沢　温子	（秋田LSDクラブ・49分15秒）
③佐藤奈津子	 （秋田市・53分16秒）

▲

10km　30歳〜 39歳以下男子	（45人出場）
①小森　正臣	 （秋田自衛隊・32分29秒）
②渡邊　　慶	 （秋田自衛隊・32分44秒）
③井上　周二	 （秋田自衛隊・32分49秒）

▲

10km　30歳〜 39歳以下女子	（23人出場）
①保坂　美穂	（秋田LSDクラブ・42分26秒）
②工藤由紀子	 （大館市・43分31秒）
③佐藤亜希子	 （秋田市・50分34秒）

▲
10km　40歳〜 49歳以下男子	（62人出場）

①武田　　保	 （秋田自衛隊・33分53秒）
②渡部　和朝	 （井川町・34分16秒）
③豊間根正志	 （走風水流・35分20秒）

▲

10km　40歳〜 49歳以下女子	（23人出場）
①塚本　香織	（動楽らんなあず・42分24秒）
②菅原智恵子	 （潟上市・45分03秒）
③三浦ゆう子	（あ！シロート秋田・45分31秒）

▲

10km　50歳〜 59歳以下男子	（64人出場）
①清水　鳴浩	 （秋田市・35分16秒）
②石岡　尊広	（青森市民病院・37分16秒）
③佐藤　智是	（株式会社北勢工業・38分04秒）

▲

10km　50歳〜 59歳以下女子	（18人出場）
①小笠原美智子	（富田胃腸科内科・41分32秒）
②高橋恵理子	 （山形県・46分14秒）
③藤田　弥世	（チームはちくん・47分19秒）

▲

10km　60歳以上男子	 （77人出場）

①富谷　俊信	 （大森町RC・39分30秒）
②茂木　　博	（秋田県走友会・39分49秒）
③保坂　典雄	 （秋田LSD・41分03秒）

▲

10km　60歳以上女子	 （13人出場）

①秋田　秀子	 （にかほ市・46分30秒）
②川上　好子	 （秋田市・49分24秒）
③亀谷　孝子	 （秋田市・49分49秒）

▲

ハーフ　30歳未満男子	 （18人出場）

①佐藤　久通
	 （JA秋田しんせい・1時間18分29秒）
②秋本　孝光	 （潟上市・1時間19分11秒）
③渡邊　宏悦	 （秋田市・1時間19分22秒）

▲

ハーフ　30歳未満女子	 （９人出場）

①白方　冬美	（秋大医陸・1時間28分39秒）
②加藤　珠恵	（秋大医陸・1時間44分13秒）
③永井　志歩	（秋大医陸・1時間44分41秒）

▲

ハーフ　30歳〜39歳以下男子	（54人出場）
①長澤　晃也
	 （TEAMキー・1時間12分01秒）
②尾崎　紀幸	 （鹿角市・1時間14分13秒）
③高谷　健太
	 （青森教育厚生会・1時間16分49秒）

▲

ハーフ　30歳〜39歳以下女子	（13人出場）
①石井亜由子	（走風水流・1時間28分48秒）
②長岡　智子	（佐野薬局・1時間36分55秒）
③漆原　和枝	（秋田LSD・1時間40分56秒）

▲

ハーフ　40歳〜49歳以下男子	（93人出場）
①二方　克明
	 （清酒「高清水」・1時間17分48秒）
②赤川　友美
	 （ムーンライト・1時間17分55秒）
③菅野　克敏
	 （ガチリート倶楽部・1時間19分40秒）

▲

ハーフ　40歳〜49歳以下女子	（14人出場）
①小笠原信子
	 （あ！シロート秋田・1時間35分29秒）
②木谷　勝江	 （秋田市・1時間37分29秒）
③齊藤真樹子（桃ちゃん農園・1時間39分17秒）

▲

ハーフ　50歳以上男子	 （77人出場）

①佐野　信幸	（ヴァレオ・1時間17分46秒）
②千馬　誠悦
	 （中通総合病院・1時間21分22秒）
③伊藤　正和	 （秋田市・1時間22分39秒）

▲

ハーフ　50歳以上女子	 （10人出場）

①長谷川雅子	（浪岡病院・1時間40分02秒）
②伊藤ゆかり	（本荘鳥忠・1時間41分02秒）
③佐々木かおる	（チームＩ・1時間51分43秒）

第22回五城目朝市500年記念マラソン大会結果（敬称略）

順位　氏名　（所属・タイム）

10
月
25
日
、「
五
城
目
朝
市
５
０
０

年
記
念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
五
城
目
朝
市
の
発

祥
５
０
０
年
を
記
念
し
て
平
成
６
年

に
始
ま
り
、
今
回
が
22
回
目
の
開
催
。

県
内
外
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
と

合
わ
せ
て
１
、０
１
２
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
午
前
９
時
55
分
か
ら
種

目
別
に
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
気
温
が

や
や
低
い
９
度
の
な
か
、
力
強
く
秋

の
馬
場
目
路
を
走
り
抜
け
た
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
沿
道
に
集
ま
っ
た

観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

マラソン大会に笑顔で参加

スタート直後のランナーの行列

ハーフの部40〜49歳で１位の
二方克明さん（紀久栄町）からだが温まる森山汁選手宣誓は田中耕心さん（脇乙）

10㌔30歳未満女子の部で１位の猿田和恵さん（上樋口上） 疲れも吹き飛ぶうれしいゴール
保呂瀬橋の手前がハー
フの部の折り返し地点

沿道の皆さんによる給水ボランティア

※出場した全選手の記録は「R	U	N	N	E	T」
　（https://runnet.jp/）でご覧になることができます



お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

「
家
庭
菜
園
が
楽
し
み
」

と
□
□
さ
ん
。
家
庭
菜
園
で

は
、
ネ
ギ
や
ピ
ー
マ
ン
、
大

根
な
ど
を
育
て
て
い
る
そ
う

で
す
。
八
郎
潟
ま
で
五
城
目

軌
道
で
通
学
し
て
い
た
こ
と

が
よ
い
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
気
持
ち
の
と
お

り
に
生
き
る
こ
と
」
が
長
寿

の
秘
訣
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

家庭菜園を楽しむ

□□□□さん
（田　町）

「
家
族
が
和
合
で
あ
る
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
□
□

□
さ
ん
。

五
城
目
町
農
協
組
合
長
と

し
て
大
嘗
祭
を
誘
致
し
た
こ

と
が
一
番
の
思
い
出
だ
そ
う

で
す
。
や
ま
ゆ
り
会
の
理
事

を
15
年
間
務
め
ら
れ
、
今
で

も
広
青
苑
を
訪
れ
て
は
入
所

者
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

家族和合で

□□□□□さん
（大川３区）

コ
ア
ニ
チ
ド
リ
や
ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ
と
い
っ
た
山
野
草
や

キ
ク
を
育
て
る
の
が
得
意
な

□
□
さ
ん
。
特
技
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
、
全
国
大
会
に
何

度
も
出
場
し
た
ほ
ど
の
腕
前

で
、
審
判
の
資
格
も
あ
る
そ

う
で
す
。

毎
日
の
規
則
正
し
い
生
活

が
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

と
の
こ
と
で

し
た
。

「
初
心
を
貫
く
」
が
モ
ッ

ト
ー
と
□
□
□
さ
ん
。
町
議

会
議
員
と
町
内
会
長
を
長
く

務
め
ら
れ
、
現
在
も
ふ
る
さ

と
を
語
る
同
友
会
会
長
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
朝
夕
の
運
動
を
欠
か
さ

な
い
こ
と
と
、
物
を
大
事
に

す
る
こ
と
」
が
長
寿
の
秘
訣

と
の
こ
と
で
し
た
。

特技はゲートボール

□□□□□さん
（舘　町）

初心を貫く

□□□□□さん
（上山内）
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　障害のある方が地域で生き
生きとした生活を続けられる
よう、その支援を目的として
町では相談員を委嘱していま
す。
　さまざま情報の提供や仲間
作りの支援と活動の推進、ま
た相談にも応じています。
　どうぞお気軽にご相談くだ
さい。

▼身体障害者相談員
　伊　藤　英　紀さん
　（岡本２区） ☎852・2468
　佐々木　真　作さん
　（蓬内台） ☎853・2142
　奈　良　仁　子さん
　（下山内） ☎852・2819
　宮　城　夕里子さん
　（稲荷前） ☎852・9410

▼  公的機関が医療費・税金・
保険金などの還付金につい
てＡＴＭに行くよう電話連
絡することはありません。

▼  ＡＴＭ利用限度額の引き下
げをおすすめします。

　 各金融機関にお問い合わせ
ください。

※ お問い合わせは、五城目警
察署（☎852・4100）ま
で。

お問い合わせ
町健康福祉課

（☎852・5128）

身体障害者
相談員に
ご相談ください

「携帯電話を
持ってＡＴＭに
行ってください」
という電話は
詐欺です

♦90歳を迎えられた方（11月20日現在）
11月 1日　□□□□□さん（舘　　町）
11月 8日　□□□□□さん（上　山　内）

11月10日　□□□□□さん（大川３区）
11月15日　□□　□□さん（田　　町）

お
問
い
合
わ
せ
先

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
も
り
や
ま
こ
ど
も
園

（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

　

大
川
保
育
園
（
☎
８
７
５
・
３
０
３
３
）

【
も
り
や
ま
こ
ど
も
園（
保
育
部
分
）申
し
込
み
に
つ
い
て
】

▼
申
請
用
紙
の
配
布
期
間

　
　
　
　
　
　

12
月
16
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈭

▼
配
布
場
所　

 

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
・
大
川
保
育
園
・
健
康
福

祉
課
（
役
場
１
階
）

▼
受
付
期
間　

平
成
28
年
１
月
13
日
㈬
〜
１
月
21
日
㈭

▼
受
付
場
所　

健
康
福
祉
課
（
役
場
１
階
）

※ 

詳
細
は
、
申
し
込
み
時
に
配
布
す
る
「
平
成
28
年
度　

教

育
・
保
育
施
設
等
入
園
案
内
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
仮
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

 

現
在
、
妊
娠
中
で
産
休
・
育
休
を
取
得
後
、
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
職
場
復
帰
さ
れ
る
方
も
仮
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
、も
り
や
ま
こ
ど
も
園
（
保

育
部
分
）
へ
入
所
を
希
望
す
る
方
の
申
し
込
み
を
、
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
（
教
育
部
分
）
へ
入
園
希
望
の
方

は
、
施
設
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

入
所
申
請
用
紙
の
配
布
は

12
月
16
日
㈬
〜12月

24
日
㈭

介護認定を受けている65歳以上の方で、
一定の要件を満たしている場合は、障害
者手帳がなくても税金の申告時に障害者
控除が受けられます。
控除対象者になるには町長の認定を受

ける必要がありますので、印鑑をお持ち
の上、町健康福祉課に申請してください。

▼申請期限　12月15日㈫

お問い合わせ
●申請・認定について
町健康福祉課（☎852・5128）
●控除額について

町税務課（☎852・5144）

高齢者の
障害者控除申請を
受け付けます

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

「
児
童
扶
養
手
当
」と「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

【
児
童
扶
養
手
当
】

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
（
中

度
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
は
20
歳
未
満
ま
で
）
を

扶
養
し
て
い
る
、「
ひ
と
り
親
家
庭
」、
父
ま
た
は

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養

育
者
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。（
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
に
よ
る
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る
方
も
該

当
し
ま
す
）

▼
手
当
の
額

扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数
で
異
な
る
ほ
か
、

所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
、
療
育
手
帳

Ａ
１
、
Ａ
２
程
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳
未
満

の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額

障
害
の
程
度
に
よ
り
異
な
る
ほ
か
、
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※ 

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
要
件
と
合

わ
せ
て
、
役
場
１
階
の
健
康
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



安全な除雪や雪下ろし作業を心がけましょう
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■ 健 診 ■

3日㈭　３歳児健康診査
対象　平成24年４月～５月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

21日㈪　２歳児歯科健康診査
対象　 平成25年５月１日～

６月10日生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

24日㈭　乳児健康診査
（４・７・10か月）

対象　平成27年２月、５月、８月
生まれ

受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
８日・22日㈫
　　　母子健康手帳の交付
受付　９時～15時
場所　健康福祉課
※ 指定日以外で交付を希望される
方は、事前にご連絡ください。

14日㈪　発育発達相談会
対象　対象者には通知済みです
時間　13時30分～
場所　役場１階保健室

町健康福祉課　☎８５２・５１８０

　

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子
育

て
や
お
子
さ
ん
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て

一
緒
に
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽

し
い
遊
び
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼  

対　

象

　

 

町
内
の
保
育
園
等
入
園
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
（
乳
児
も
大
歓
迎
で
す
）

▼  

時　

間

　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
12
月
８
日
㈫　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
」

▼
12
月
18
日
㈮　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

　

「
お
ゆ
う
ぎ
会
の
お
誘
い
」

お
問
い
合
わ
せ　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

お申し込み・お問い合わせ
五城目町屋内温水プール（☎852・4416）

　町では、体力・健
康づくりを目的とし
た水泳教室の生徒を
募集しています。

▼クラス　 初級クラス（バタ足やクロール）

▼曜日・生徒数
　・毎週火曜日（午後４時～）５人
　・毎週水曜日（午後４時～）６人
　・毎週木曜日（午後４時～）２人
　・毎週金曜日（午後４時～）６人
　　　　　　　（午後５時～）２人
※定員になり次第、受け付けを終了します。
※ アクアシェイプ教室・水中ウォーキング教室・成
人水泳教室は引き続き募集しています。

子ども水泳教室
生徒を募集

▶町が除雪を委託した業者
五城目・馬川地区 ㈱畠山、㈱拓翔、㈲伊藤製材所
馬 場 目 地 区 ㈱畠山、佐々木造林㈲、石井建設
大　川　地　区
　　・本　村　部 ㈲アイ・ケー
　　・本村部以外 ㈲伊藤製材所
内　川　地　区 ㈲沢忠林業
森　山　地　区 石次建築、㈱拓翔
富 津 内 地 区  佐々木造林㈲、㈲沢忠林業
五城目外環状線（広域農道）　　㈱セコー

♦玄関の除雪は各家庭で
　・  玄関先など間口の除雪は、各家庭で行ってください。

♦ 屋根の除雪、屋根からの落雪は家主の責任です
　・  人や車を巻き込む恐れがあります。屋根の雪、屋根から

道路への落雪は、家主が責任を持って除雪してください。

♦車道へ雪を捨てないで
　・  宅地内や会社内の雪を道路に出すのはやめましょう。

♦路上駐車はみんなの迷惑
　・  たとえ１台の路上駐車でも大きな障害になります。絶

対にやめましょう。

♦ 第１・第３日曜日は全町除雪デー
　・ 町内会で、除雪車の入れない道路などの除排雪をお願

いします。

　今年も雪のシーズンがやってきました。例年、自宅などの除雪作業
のときに屋根からの落下や、落雪により雪の下敷きになるなど残念な
事故が発生しています。
　これからの季節、除雪中は十分に注意をして事故のないようにしま
しょう。

❶ 作業は家族、となり近所にも声かけて２人以上で
❷ 低い屋根でも油断は禁物
❸ 建物のまわりに雪を残して雪下ろし
❹ 作業開始直後と疲れたころは特に慎重に
❺ 晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでいる

❻ 忘れずに！命綱とヘルメット
❼ はしごの固定を忘れずに
❽ 除雪機具はこまめに手入れ・点検を
❾ エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの取り除き
10 携帯電話の携行を忘れずに

除雪中の
事故防止の
ための
10箇条

国道285号中津又道路が開通
　11月６日、県が平成20年から整備を進めてきた国道285号中
津又道路が開通しました。供用開始に先立ち開催された開通式典
では、県石黒建設部長の式辞に続いて渡邉町長が「地域の更なる
発展につなげていきたい」と祝辞を述べました。工事報告の後、
落合鶴亀漫芸一座のハーモニカ演奏と秋田万歳で祝賀ムードを盛
り上げました。その後、出席者の代表らがテープカットとくす玉
開披を行い、トンネル通り初めと車両パレードが行われました。
　この区間の現道は見通しの悪い急カーブや幅員が狭いところも
多いなど、交通の支障となっていました。小嵐山橋など３橋と大
台トンネルが整備された中津又道路は、片側１車線で幅員6.5m
となり、カーブが緩やかになりました。

お問い合わせ　町建設課（☎852・5252）

町道の除雪に
ご理解とご協力を！

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
冬
を
乗
り
切
ろ
う

　11月19日、五城館で町花いっぱい運動花だんコン
クール表彰式を行いました。最優秀賞は一般団体の部
で谷地中老人クラブ、学校・職場の部で養護老人ホー
ム森山荘でした。

●一般団体の部
最 優 秀 賞　 ▼谷地中老人クラブ
優　秀　 賞　 ▼築地町老人クラブ福寿会、西野老人クラブ

松鶴会、下高崎老人クラブ喜楽会、希望ヶ丘老人
クラブ、雀舘さくらの会、帝釈寺老人クラブ健奏
会、平ノ下老人クラブ、中村老人クラブ、古川町老
人クラブ明王会、紀久栄町老人クラブ、西磯ノ目町
内会、矢場崎老人クラブ葉桜会、野田老人クラブ
寿会、落合老人クラブ、富田千寿会、上山内老人ク
ラブ、新畑町銀星クラブ

●学校・職場団体の部
最 優 秀 賞　 ▼養護老人ホーム森山荘
優　秀　賞　 ▼    五城目一中、株式会社セコー、特別養護老

人ホーム広青苑、五城目小

新設された大台トンネルの前で関係者によるテープ
カットとくす玉開披が行われました



13 広報「ごじょうめ」977号　平成27年12月1日 12KOHO GOJOME No.977 2015.12.1

消
防
庁
舎
・
訓
練
棟
が
完
成

10
月
21
日
竣
工

　

富
津
内
下
山
内
に
建
設
を
進
め

て
い
た
町
消
防
本
部
庁
舎
と
訓
練

棟
な
ど
が
完
成
し
、
10
月
21
日
、

竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
引
き
続
い
て
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
訓
練
、
消
防

署
員
の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
訓

練
、
は
し
ご
登
は
ん
訓
練
な
ど
職

員
の
訓
練
を
公
開
し
ま
し
た
。

見
学
会
に
は
５
０
０
人
が
来
場

　

消
防
庁
舎
が
完
成
し
、
10
月
24

日
に
は
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
会
に
は
５
０
０
人
の
方
が
訪

れ
、
消
防
長
室
、
仮
眠
室
、
会
議

室
や
訓
練
棟
の
設
備
な
ど
を
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
27
日
業
務
開
始

　

旧
消
防
庁
舎
か
ら
の
引
っ
越
し

を
終
え
、
新
庁
舎
で
は
10
月
27
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
12
日
に
は
、
県
防
災
ヘ
リ

「
な
ま
は
げ
」
と
の
合
同
防
災
訓

練
を
行
い
、
新
た
な
防
災
の
拠
点

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

施
設
概
要

・
本
部
庁
舎

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て

　

延
べ
床
面
積

１
、６
３
２
・
79
平
方
㍍

・
訓
練
棟

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
て

　

延
べ
床
面
積３

３
４
・
06
平
方
㍍

・
付
帯
施
設

　

�　

水
防
倉
庫
木
造
平
屋
建
て

（
39
・
74
平
方
㍍
）、太
陽
光
発
電

施
設
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
及
び
防
災

ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場（
１
か
所
）

▶��訓練棟の「屋内検索訓練場」

▶��用途に合わせて種類が異なる救助用ロープ

▶��車庫裏に設置された回転式の防火服ロッカー。▶女子仮眠室も設置。 ▶��旧庁舎の２倍以上の広さの男子仮眠室。

▶��５階建ての訓練棟内は、１階「ほふく救助訓練
場」、２階「屋内検索訓練場」、３階「ロープブ
リッジ訓練場、引き上げ救助訓練場」、４階縦坑
救出訓練場」、５階「ペントハウス」を備えてい
ます。

▶��防災ヘリ「なまはげ」との連携し
た救助訓練を実施。

▶�ドクターヘリ、防災ヘリの臨時
離着陸場も新設。

▶�訓練棟と消防庁舎間で、ロープ
渡過訓練をしています。

▶�わたしたちの緊急の連絡などは、この「通信室」で対応し
ています。

▶�平山県議会議員、小林町議会議長、渡邉町長、堀井副知
事、猿田庁舎建設協議会会長によるテープカット。（写真
左から）

▶�２階の会議室、消防団室へ
通じるロビーの階段

▶会議も開催できる広さの「消防長室」。
　新調した消防本部旗を展示。

▶国道285号に面した五城目町富津内下山内字奈良崎90-1に完成した町消防本部庁舎。敷地面積は10,472.91平方㍍。役場の戸籍窓口業務時間外は火葬の予約、戸籍の届けなどを受け付けています。



Hanukkah and Kwanzaa
December is here, and everyone is getting ready 
for the next holiday event – Christmas! You can 
already see Christmas lights around town, and 
hear Christmas music in shops. America has also 
started preparing for the celebrations.

But, did you know that Christmas isn’t the only 
holiday celebrated in America? There are two 
other major holidays celebrated in America – 
Hanukkah （ハヌカー） and Kwanzaa （クワンザ）.

Hanukkah is a Jewish holiday observed for 8 
days and nights in place of Christmas. On each 
of the nights, a candle is lit, and small gifts are 
exchanged among family members.

Kwanza is a holiday which celebrates 
African-American culture, and is observed 
for 7 days. There are 7 candles, each 
which represent one of 7 principles of 
African culture. Each day, one candle 
is lit and that principle is reflected on.

Besides Christmas, do you have any 
special year-end celebrations?

ハヌカ（ユダヤ教のお祭り）と
クワンザ（アフリカ系アメリカ人のお祝い）

12月はすぐそこ、次のホリデーイベント「クリス
マス」の準備をしています。クリスマスのイルミネー
ションを町中で見かけたり、お店ではクリスマス音楽
が聴こえてきたり。アメリカでも準備を始めています。

アメリカでクリスマスだけがお祝いされているわけ
ではないことをご存知ですか。アメリカでは、ハヌカ
とクワンザという二つの有名な祝日があります。

ハヌカはユダヤ人のお祭りで、クリスマスの代わり
に８日間お祝いします。毎晩ろうそくに火をともして、
家族で小さな贈り物を交換します。

クワンザはアフリカ系アメリカ人の文化で、７日間
お祝いします。７つのろうそくがあって、それらはア

フリカ文化の７つの信条（結束、
自己決定、共同事業と責任、協
調経済、目的、創造性、信頼）
を表しています。毎日、ひとつ
のろうそくに火をともして、そ
の信条に思いをめぐらせます。

クリスマス以外にも特別な年
末のお祝いはありますか。

♦
キ
イ
チ
ゴ
農
家
２
年
生

五
城
目
町
の
特
産
と
言
え
ば
〝
キ

イ
チ
ゴ
〟。
キ
イ
チ
ゴ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
多
い
こ
の
町
で
、
本
物

の
キ
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
な
く
て
は
分
か

ら
な
い
と
思
い
、
帝
釈
寺
に
あ
る
仲

間
の
畑
を
借
り
て
、
昨
年
、
キ
イ

チ
ゴ
研
究
会
か
ら
１
５
０
株
を
購
入

し
て
植
え
て
み
ま
し
た
。

１
年
目
は
あ
ま
り
量
が
採
れ
な

か
っ
た
の
で
「
来
年
こ
そ
い
っ
ぱ
い

収
穫
し
た
い
」
と
迎
え
た
２
年
目
。

５
月
に
は
苗
の
周
り
に
新
芽
が
わ

ら
わ
ら
と
出
て
き
て
、
勉
強
会
で

間
引
き
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
け
れ
ど

「
勿
体
無
く
て
切
れ
な
い
」
と
困

惑
。
相
談
し
た
ら
す
ぐ
に
研
究
会

の
若
い
女
性
が
応
援
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。「
大
丈
夫
、
ま
た
新
し
い

芽
が
出
て
く
る
か
ら
」
と
あ
っ
と
い

う
間
に
よ
い
芽
だ
け
残
し
て
、
後

は
ば
っ
さ
り
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

♦
迫
る
収
穫
、襲
う
暴
風
！

そ
ん
な
こ
ん
な
で
迎
え
た
８
月
、

花
が
咲
い
て
は
毎
日
の
よ
う
に
実

が
出
て
は
熟
し
て
い
き
ま
す
。

採
っ
て
も
採
っ
て
も
終
わ
ら
な

い
！　

挙
句
の
果
て
に
は
、
８
月

下
旬
に
暴
風
が
襲
い
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
が
吹
き
飛
ば
さ

れ
て
、
ち
ぎ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
向
か

い
修
復
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
分
は
出
荷
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
世
界
に
誇
れ
る
五
城
目
キ
イ
チ
ゴ

そ
ん
な
中
、
嬉
し
い
話
を
聞
き

ま
し
た
。
キ
イ
チ
ゴ
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
で
、
キ
イ
チ
ゴ
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
東
京
駅
に
て
出
店
と
、
い
く

つ
か
の
お
店
に
営
業
に
行
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

初
め
に
向
っ
た
の
は
都
内
の
高

級
ス
ー
パ
ー
。「
す
ぐ
に
痛
む
し
、

価
格
も
高
い
し
、
こ
れ
で
は
扱
え

ま
せ
ん
ね
」
と
一
蹴
。

自
信
を
な
く
し
て
次
に
向
っ
た

の
は
都
内
で
結
婚
式
を
行
う
会

社
。
結
婚
式
の
食
事
を
作
る
１
０

０
人
の
シ
ェ
フ
を
統
括
す
る
総
料

理
長
と
面
会
。
そ
し
て
、
キ
イ
チ

ゴ
を
見
せ
る
と
「
こ
れ
は
キ
イ
チ

ゴ
界
の
最
高
級
車
だ
！
」
と
大
絶

賛
。
日
本
産
の
キ
イ
チ
ゴ
は
珍
し

く
、
か
つ
冷
凍
で
は
な
く
生
で
出

荷
で
き
る
の
は
海
外
か
ら
は
で
き

な
い
。「
キ
イ
チ
ゴ
の
ヘ
タ
は
、
実

と
同
じ
く
ら
い
価
値
が
あ
り
ま
す
」

と
、
プ
ロ
の
業
界
で
し
か
知
り
得

な
い
知
識
に
目
か
ら
鱗
。

五
城
目
の
キ
イ
チ
ゴ
は
世
界
に

誇
れ
る
く
ら
い
、
最
高
に
品
質
の

良
い
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
持
っ
て

よ
い
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。

♦
五
城
目
キ
イ
チ
ゴ
は

　
次
の
段
階
へ
！

今
年
の
キ
イ
チ
ゴ
の
収
穫
は
10

月
中
旬
で
終
了
。
今
年
は
約
10
㌔

収
穫
で
き
ま
し
た
。

東
京
に
あ
る
大
好
き
な
カ
フ
ェ

に
卸
し
た
か
っ
た
の
で
、
手
紙
に
熱

い
思
い
を
書
き
綴
り
サ
ン
プ
ル
を

送
っ
た
結
果
、
１
店
が
定
期
的
に

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
ま
ち
づ
く
り
課
の
「
新

商
品
開
発
事
業
」
で
、
キ
イ
チ
ゴ

を
使
っ
た
商
品
が
登
場
す
る
模
様

で
す
。「
五
城
目
町
の
キ
イ
チ
ゴ
」

が
い
よ
い
よ
世
の
中
に
知
れ
渡
る
と

き
が
来
そ
う
で
す
。

来
年
は
も
っ
と
収
穫
す
る
ぞ
！

（
今
月
の
担
当
：
柳
澤　

龍
）

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
ハヌカとクワンザ のお話です。

ハヌカ㊤とクワン
ザのろうそく立て 

五
城
目
キ
イ
チ
ゴ
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
�
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宝石のような真っ赤なキイチゴ

（敬称略）

 第19回北東北三県ミニバスケットボール交歓大会
❖女子　▶最優秀賞　 五城目女子ミニバスケットボールス

ポーツ少年団
第10回沼の柵カップ
　▶優　勝　 五城目女子ミニバスケットボールスポーツ少年団
美郷町ワクアス杯ミニバスケットボール大会
　▶優　勝　  五城目女子ミニバスケットボールスポーツ少年団
第６回女子オータムカップ秋季強化大会
　▶優　勝　  五城目女子ミニバスケットボールスポーツ少年団
第５回斉藤仁旗争奪少年柔道大会
❖男子４年生の部
　▶優　勝　畠山　　凱（五城目小４年・雄武館山中道場）

第48回川尻招待野球大会
　▶優　勝　五城目野球スポーツ少年団
第３回秋田県ジュニア水泳記録会　11～12歳　
❖50Ｍバタフライ ▶第１位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖100Ｍ自由形 ▶第３位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖200Ｍ自由形 ▶第１位　半田　彩夏（五城目小６年）

❖100Ｍバタフライ ▶第３位　半田　彩夏（五城目小６年）

第27回NHK杯全県選抜小学校水泳競技大会
❖100Ｍ平泳ぎ ▶第２位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖50Ｍ平泳ぎ ▶第１位　五十嵐月衣（五城目小６年）

2015YAMAGATAエージグループチャンピオンシップ
水泳大会　11～12歳
❖50Ｍ平泳ぎ ▶第1位　五十嵐月衣（五城目小６年）

第４回男鹿潟上南秋交歓ミニバスケットボール大会
❖男子　▶優　勝　 五城目男子ミニバスケットボールス

ポーツ少年団
❖女子　▶優　勝　 五城目女子ミニバスケットボールス

ポーツ少年団
第78回秋田書道展覧会
❖半紙の部　▶一等　渡部　日菜（五城目小４年）

❖半紙の部　▶一等　佐藤　紅花（五城目小５年）

❖条幅の部　▶一等　近藤　乃愛（五城目一中１年）

❖半紙の部　▶一等　近藤　乃愛（五城目一中１年）

中仙中学校招待新人野球大会
　▶優　勝　五城目一中野球部
第32回秋田県空手道少年錬成大会
　▶第３位　菅原　正義（五城目一中１年）

秋田県中学校秋季柔道大会
❖男子個人81kg級　▶準優勝　小林　　楽（五城目一中２年）

キイチゴ栽培２年目の挑戦



消
え
ゆ
く
蛍

五
城
目
第
一
中
学
校　

３
年　
　

石　

井　

千　

夕
さ
ん
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❖12月 7日㈪　午前10時〜	 本会議　�議員研修報告、町長行政報告
❖12月 8日㈫　午前10時〜	 本会議　�一般質問、議案上程
❖12月 9日㈬　午前10時〜	 本会議　議案上程
	 各常任委員会
❖12月10日㈭　午前10時〜	 各常任委員会
❖12月11日㈮　午前10時〜	 本会議　	各常任委員長報告、質疑、　　　

討論、議決

町議会12月定例会の日程（予定）　町議会を傍聴してみませんか

　
【
　
短 

　
歌
　
】

カ
ラ
カ
ラ
と
朱
に
も
え
落
ち
る
街
路
樹
の

葉
に
晩
秋
の
陽
は
あ
た
た
か
し

	

古
川
町
　
　

小
濱
　
キ
ヱ

雨
あ
が
る
い
と
も
鮮
ら
し
草
紅
葉

ほ
ど
な
く
終
え
る
野
性
の
草
花

	

八
郎
潟
町
　
　

畑
澤
　
英
子

戴
き
し
瓢
箪
根
つ
け
手
作
り
の

祈
り
を
込
め
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
添
え

	

広
青
苑
　
　

藤
田
　
則
子

舘
越
の
庚
申
塚
に
日
暮
れ
ど
き

お
ん
な
は
灯
し
て
帰
り
ゆ
き
た
り

	

舘
　
越
　
　

斎
藤
　
諒
一

　
【
　
俳 

　
句
　
】

一
等
米
夫
は
我
家
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

	

湯
ノ
又
　
　

畑
澤
ト
ミ
子

見
慣
れ
た
る
街
も
紅
葉
深
ま
り
ぬ

	

新
　
町
　
　

高
橋
　
房
子

捨
て
き
れ
ぬ
も
の
に
埋
れ
て
十
二
月

	

八
　
田
　
　

伊
藤
　
豊
子

子
連
れ
熊
婆
の
散
歩
を
驚
か
す

	

湯
ノ
又
　
　

松
橋
テ
ル
子

　
【
　
川
　 

柳
　
】

ま
だ
ま
だ
と
心
磨
き
は
休
め
な
い

	

西
　
野
　
　

佐
藤
ち
ず
る

起
き
上
が
る
こ
と
を
覚
え
た
土
踏
ま
ず

	

新
　
町
　
　

大
原
美
ど
り

二
日
酔
い
頭
に
響
く
妻
の
声

	

大
潟
村
　
　

舘
岡
　
稲
風

負
け
そ
う
に
な
る
と
と
ぼ
け
る
か
す
み
草

	

古
川
町
　
　

柴
田
　
銀
河

ご
じ
ょ
う
め
の

　文
　
芸

そ
の
時
、
私
は
目
の
前
の
光
景

に
言
葉
を
失
っ
た
。消
え
て
は
光
り
、

光
っ
て
は
消
え
る
無
数
の
光
。
身
近

に
、
こ
ん
な
に
も
心
を
奪
わ
れ
る
よ

う
な
自
然
が
あ
る
こ
と
を
、
わ
た
し

は
初
め
て
知
っ
た
。

七
月
十
三
日
、
夜
。
私
は
母
に

連
れ
ら
れ
、
家
の
近
く
に
あ
る
田
ん

ぼ
ま
で
蛍
を
見
に
行
っ
た
。
夜
道
を

歩
い
て
行
く
う
ち
に
、
私
は
懐
か
し

さ
を
覚
え
た
。
思
え
ば
、
こ
う
し
て

夜
道
を
歩
く
の
は
、
小
学
五
年
生
の

夏
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

な
ど
を
探
し
回
っ
た
の
が
最
後
の

よ
う
な
気
が
す
る
。昼
間
と
は
違
う
、

独
特
な
香
り
が
か
す
か
に
漂
い
、
空

を
見
上
げ
る
と
、
横
長
の
薄
い
雲
の

間
か
ら
、
月
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い

た
。
田
ん
ぼ
に
着
く
。
初
め
は
た
だ

の
薄
暗
が
り
が
広
が
る
だ
け
だ
っ

た
が
、
し
だ
い
に
一
つ
、
二
つ
と
黄

緑
色
の
蛍
光
色
の
点
が
見
え
始
め
、

つ
い
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

数
の
光
が
、
私
の
目
の
前
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。
暗
い
空
間
を
飛
び
回
る

も
の
、
墨
を
流
し
た
よ
う
に
真
っ
黒

な
水
の
近
く
で
光
る
も
の
・
・
・
。

息
を
の
む
ほ
ど
に
美
し
い
こ
の
光

景
に
、
私
は
口
か
ら
出
す
言
葉
も
な

か
っ
た
。
光
の
力
と
し
て
は
弱
々
し

か
っ
た
も
の
の
、
生
命
の
力
強
さ
が

感
じ
ら
れ
る
光
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
私
は
あ
る
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
小
学

校
中
学
年
の
夏
。今
と
同
じ
よ
う
に
、

母
と
二
人
で
蛍
を
見
に
行
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
美
し
い
蛍
が
飛
び
回
っ

て
い
た
。そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、

あ
の
美
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
も
う

一
度
見
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
前
回
の
光
景
と
は
、
変
わ
り
果
て

て
い
た
。
蛍
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

か
ろ
う
じ
て
光
っ
て
い
る
の
は
、

た
っ
た
二
、
三
匹
。
母
は
、
先
日
、

薬
を
撒
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
話
し

た
。
農
薬
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
体
験
か
ら
、
私
た

ち
人
間
が
行
っ
て
い
る
行
為
に
対

し
、
深
い
悲
し
み
を
覚
え
た
。
私
た

ち
は
、
自
分
た
ち
だ
け
の
こ
と
を
考

え
、
何
で
も
便
利
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
果
た
し
て
そ
れ
は
、
よ
い
こ

と
な
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
農
薬
と

い
う
便
利
な
も
の
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
稲
一
本
一
本
か
ら
手
作
業

で
虫
を
取
ら
な
く
て
も
、
楽
に
害
虫

を
駆
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
に
よ
り
稲
に
害
を
及
ぼ

さ
な
い
虫
ま
で
傷
つ
け
、
日
本
古
来

の
夏
の
風
物
詩
を
な
く
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
人
間
の
生
き
や
す
さ
を

求
め
る
あ
ま
り
、そ
の
代
償
と
し
て
、

何
か
大
切
な
財
産
を
失
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
便
利
な
も

の
が
普
及
し
て
い
く
。
そ
れ
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
自
然
が
消
え
、
人
工

の
物
ば
か
り
の
世
の
中
に
な
っ
て

も
よ
い
の
か
。
あ
な
た
な
ら
ど
う
思

う
だ
ろ
う
。
私
は
、
今
の
美
し
い
蛍

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
よ
い
と

は
思
わ
な
い
。だ
か
ら
あ
な
た
に
も
、

た
ま
に
夜
の
田
ん
ぼ
を
見
つ
め
て

ほ
し
い
と
思
う
。
優
雅
な
輝
き
を
放

ち
な
が
ら
、
懸
命
に
生
き
る
蛍
を
見

つ
け
た
ら
き
っ
と
、
心
を
癒
し
て
く

れ
る
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、

故
郷
に
対
す
る
い
た
わ
り
と
い
っ

た
、
大
切
な
感
情
を
失
い
か
け
て
い

る
日
本
人
の
姿
に
、
あ
な
た
も
気
づ

く
は
ず
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
か
ら
、

自
然
や
故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

『
や
ま
ゆ
り
賞
』

消
え
ゆ
く
蛍

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
三
年

�

石
　
井
　
千
　
夕

『
優
秀
賞
』

大
好
き
な
大
川
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
三
年

�

島
　
﨑
　
か
ん
な

五
城
目
町
の
『
良
い
と
こ
ろ
』

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
二
年

�

原
　
田
　
芽
　
衣

五
城
目
町
特
産
キ
イ
チ
ゴ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
二
年

�
荒
　
川
　
こ
ま
ち

読
書
が
好
き
な
理
由

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
一
年

�

佐
　
藤
　
　
　
和

『
佳　

作
』

魅
力
あ
ふ
れ
る
五
城
目
町

　
　
　
　
　
　
五
城
目
小
学
校
　
六
年

�

原
　
田
　
莉
　
美

ま
ず
は
自
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
一
年

�

本
　
間
　
倫
　
子

「
五
城
目
町
」
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
二
年

�

大
　
塚
　
帆
　
夏

音
楽
と
生
き
る

　
　
　
　
　
　
五
城
目
第
一
中
学
校
　
三
年

�

渡
　
部
　
　
　
泉

3／青少年問題協議会（役場）

4／率浦大学祭（町民センター）

7／12月定例会（〜11日・役場）

25／�八郎湖周辺清掃事務組合議会

（男鹿市）、公営住宅入居者選

考会（役場）

30／仕事納めの式（役場）

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（10月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 町内会長会視察研修 5,000円

会　費 3件
秋田地域振興局「移動振興局」懇親会、佐藤成孝議
員の総務大臣感謝状受賞祝賀会、町村監査功労者
表彰受賞祝賀会

15,000円

接　遇 1件 大槌町訪問時お土産 3,950円

その他 7件

五城目・上小阿仁間駅伝競走大会、五城目森林組合
組合員研修、町交通指導隊員表彰祝賀会、町内会長
会視察研修、富津内地区住民まつり、内川地区文化
祭と福祉のつどい、杉沢ファーミング収穫感謝祭

33,860円

合 計 12件 57,810円
平成27年４月〜10月の合計 632,334円



19 広報「ごじょうめ」977号　平成27年12月1日 18KOHO GOJOME No.977 2015.12.1

一般財団法人自治総合セン
ターが宝くじの助成金で実施す
る「コミュニティ助成事業」で、
湯ノ又町内会と黒土町内会が、
コミュニティ活動用備品を整備
しました。
これらの備品は、町内会のコ

ミュニティ活動に活用され、地
域住民の交流促進に役立てられ
ます。

▼ �湯ノ又町内会「一般コミュニティ助成
事業」冷暖房機、ＦＦストーブ、テレビ、
テーブル、イスなどを整備しました。

▼ �黒土防災会「地域防災組織育成助成事業
（自主防災組織育成）」テント、発電機、
除雪機、ハシゴなどを整備しました。

整備した備品を活用し役員会が開催されました

避難訓練で新しいテントを活用

お問い合わせ　湖東３町商工会（☎852・3460）、町商工振興課（☎852・5222）

７月に発行したプレミアム付商品券の使用期限は2015年12
月31日㈭までとなっています。
年を越すとご使用になれませんので、忘れずに年内にご使用

ください。

▼アンケートにご協力ください
　�　購入の際にお渡ししたアンケートにご協力をお願いします。
アンケートにご記入の上、ポストに投函ください。

（青色）

（赤色）

休日中は皆さまの急用に備えて、下記のとおり対応し
ますので、ご協力をお願いします。

戸籍関係（婚姻届など）
の 届 出 は

�町消防署で受け取り、後日、役場
住民生活課で正式に審査・受理し
ます。
事前に役場住民生活課へ相談され
ることをお勧めします。

死 亡 届 は 町消防署で受領し、火葬許可証を発
行します。

火 葬 の 予 約 は �町消防署（☎852・2028）へ連絡
してください。

緊 急 の 連 絡 は �緊急の場合は、役場代表電話（☎
852・5100）にお電話ください。
警備会社につながりますが、緊急連
絡網で職員に伝達し対応します。

町民の皆さんによる＂まちづくり活動＂を支援します！

「協働」で雪の季節を乗り切りましょう�町内会の除排雪作業も対象になります�

地域の道路や公園など、公共施設の維持管理活動を地域の皆さんから作業していただく場合、
必要経費（消耗品、燃料、原材料、借上料など）を町が負担します。

町内会で、大型の除雪機が入れない狭い小路などを除排雪する場合（家庭用除雪機などで）も、
「協働のまちづくり事業」の対象となります。
※�町除排雪計画の都合上、作業前に必ずまちづくり課へご相談ください。
※�個人敷地の除排雪作業、大型除雪機・重機の借上料やオペレータ賃金は対象外です。

「養護老人ホーム森山荘」�８月25日
町道沿線の環境美化活動

「黒土シルバークラブ」� ６月10日
町道沿線の環境美化活動

「高崎老人クラブ」� ４月10日
町道沿線の清掃活動

「久保町内会」� ７月５日
町道沿線の環境美化活動

秋田朝日放送（AAB）

12月12日㈯
午後4時〜午後5時30分

（予定）

町の手作りCMが放送されま
す。出演順は２番目です。お楽
しみください。

第13回
あきたふるさと
手作りCM大賞に参加

町民センター・広域五城目体育館
弓道場・屋内温水プールは
１月５日㈫まで休みます

友愛館休館のお知らせ

【訂正とおわび】
　町制施行60周年記念誌あゆみ
25㌻で、松月堂さんの住所を誤っ
て掲載しておりました。正しくは、
「五城目町字上町54」です。

　また、広報ごじょうめ11月号で、
佐藤成孝さんの経歴を紹介する記
事に誤りがありました。正しくは町
議会議員を連続９期務めています。
訂正しておわびします。

　町民センター前ロータリーでは、駐車禁止区画への駐車等に
より、施設利用者の歩行に危険な場面が見受けられたことか
ら、７月以降、一般車両進入禁止の措置をしています。
　しかし、冬期間の天候不順時の施設利用者送迎車両の利便性
等を考慮し、当面の間、送迎車両の乗入れ制限を解除します。
　ロータリーへの送迎車両乗り入れは、一方通行とし、ロータ
リー内はこれまで通り駐車禁止とします。施設利用者の皆様に
は引き続き駐車場の利用をお願いいたします。

　町民センター・広域五城目体育館・弓道
場・屋内温水プールは、12月31日㈭から１
月５日㈫まで閉館します。
　１月６日㈬からは通常どおり開館します。

町民センター前ロータリー
送迎車両の乗り入れ制限を解除します

お問い合わせ
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

お問い合わせ
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

　杉沢交流センター友愛館は、12月1日㈫か
ら平成28年３月31日㈭までの冬期間を休館
とします。
　４月１日㈮からは通
常どおり開館します。

年末年始の役場の業務は

12月31日㈭から
��1月5日㈫まで休みます



公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
・月額所得15万８千円以下の方
・�同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方
・�申込者および同居親族が暴力団員で
ないこと
●住　宅　矢場崎住宅６号
・構　造　�木造平屋建（３LDK）、築29

年、浴室あり（浴槽・風呂釜な
し）、下水整備済

・場　所　川崎字宮花10−77
・家賃月額　11,100円〜16,600円

（所得によって異なります）
・敷　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　�平成28年1月6日㈬以降▲

必要書類
　�❶申込書
　❷�入居しようとする方全員の住民票
　❸�所得がある方の最新の所得証明書
全員分、または最新の源泉徴収票▲

保証人の書類
　❶連帯保証人の承諾書
　❷所得証明書
※�募集期間は12月14日㈪まで。申込
書は役場２階の建設課に準備してい
ます。
※�内部見学を希望される方はご連絡く
ださい。

12月10日〜16日は
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

　北朝鮮当局による人権侵害問題に対
する関心と認識を深めましょう。
　日本人拉致容疑についての情報をお
持ちの方は、最寄りの警察署や交番、
駐在所までお知らせください。

人権困りごと相談

　�　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶特設人権相談所
　・日　時　12月５日㈯
　　　　　　午前10時〜午後３時
　・会　場　五城館
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　12月17日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

放送大学
４月生募集のお知らせ

　放送大学では、平成28年度第１学期
（４月入学）の学生を募集していま
す。放送大学はテレビ等の放送やイン
ターネットを利用して授業を行う通信
制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学びます。▲

出願期限　第１回▲

出願期限　平成28年２月29日㈪▲

出願期限　第２回▲

出願期限　平成28年３月20日㈰

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▲

開催日時とイベント
・12月13日㈰　午前10時〜正午
　「�ミニ門松づくり」手作りミニ門松
で、素敵な年末年始にしよう。▲

会　場　環境と文化のむら
（野鳥の森）

※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」 in 五城館

　思い出の歌を歌集を見ながら、大合
唱しませんか。聴くだけでもOKです。▲

日　時　12月13日㈰
　　　　　午後１時30分〜
　　　　　（受付：午後１時〜）▲

会　場　五城館▲

参加料　�1,000円（ケーキとコー
ヒーまたは紅茶のセット、
貸出歌集付き）▲

曲目例　�「ジングルベル」「花は咲く」
　　　　　「サボテンの花」
※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。
※�時間が30分早くなっておりますの
で、ご注意ください。

求職者支援訓練の
受講者を募集

　再就職に向けて知識、技能のスキル
アップを目指します。実務で活用でき
る文書作成や表計算などのＩＴスキル
や、簿記会計を身につけます。
▶日　時　平成28年１月12日㈫〜

５月11日㈬
　　　　　午前９時〜午後３時40分
▶場　所　�山王沼田ビル２Ｆ（秋田市

山王）
▶対　象　�ハローワークに求職申し込

みを行い、職業訓練、その他
支援措置の必要性がある方

▶費　用　�無料（テキスト代等は自己
負担）

▶定　員　15人
▶申込期限　12月15日㈫

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▶訓練期間　�平成28年２月３日㈬〜
　　　　　　平成28年７月27日㈬

　（６か月）
▶訓練時間　午前９時20分〜

午後３時40分
▶会　　場　ポリテクセンター秋田

（潟上市）
▶訓練科（定員）
　・�金属加工科� （15人）
　・�住宅リフォームデザイン科（18人）
　・�電気・通信施工技術科� （15人）
　・�工場管理業務科� （15人）
▶募集期間　�12月21日㈪まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターＨＰまで。

秋田県防災学習館を
ご利用ください

　地震体験や消火体験、通報体験など
で防災学習ができます。
▶開館時間　午前９時〜午後４時
▶休館日　年中無休
　　　　　（12月29日〜１月３日を除く）
▶入館料　無料
▶住　所　�由利本荘市岩城内道川字築

館１−１（岩城ICすぐそば）
※�団体の方は予約が必要です。詳細は
上記問い合わせ先まで。

秋田で介護の仕事を始めよう

　秋田県福祉保健人材・研修センター
は、福祉分野の職業紹介を無料で行っ
ています。
　高齢化が顕著な本県では、介護の仕
事は注目の成長産業ですし、実務経験
日数そのものが介護福祉士国家試験に
直結する実践の場です。
　ぜひご活用ください。
※�詳細は、秋田県社会福祉協議会HPで
確認下さい。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて　
・10月19日　３万円　□□□□さん
　谷地中　（亡き母　□□□さん）
・10月26日　３万円　□□□さん
　中　村　（亡き母　□□□さん）
▶寄付金
・11月４日　1,750円
　□□□□□さん（５円玉寄付）

問い合わせ先
五城目警察署（☎852・4100）

問い合わせ先
放送大学秋田学習センター（☎831・1997）

問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

お問い合わせ
県社会福祉協議会（☎864・2880）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

お問い合わせ
町建設課（☎852・5252）

お問い合わせ
町総務課（☎852・5332）
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お問い合わせ
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

お問い合わせ
秋田パソコンスクール（☎866・7445）

お問い合わせ
秋田県防災学習館（☎0184・73・3005）

12月は「飲酒運転追放月
間」です。
飲酒運転は、運転手はも

ちろん、車両提供者、同乗者、
また飲酒検知を拒否した場
合も刑事罰に問われます。
10月に酒気帯び運転で１

人が検挙されています。

「年末の交通安全運動」は
12月11日㈮〜20日㈰

「４時からライト」運動を役場前で実施

平成27年飲酒運転等追放競争結果１７位（全県25市町村） 平成27年10月末現在

▶募集人数　若干名
▶仕事内容　�学童保育での児童の育成指導、保護者との連絡など
▶勤務場所　学童保育室（五城目小学校内）
▶任用期間　12月頃から
▶勤務時間　�平日または学校が冬休み・春休みで、勤務が必要な日（勤務時間

については協議します）
▶基本賃金　時給730円
▶申し込み　�12月11日㈮まで、町教育委員会学校教育課へ履歴書を持参して

ください。即日面談します。
▶そ の 他　�教諭、保育士、児童厚生員等の資格の有無は問いません。（必要

に応じて研修を受けていただく場合があります。）

学童保育の代行支援員を
募集します

お問い合わせ　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日（水）・20日（水）　（全町）

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

15日・18日・12日
15日・19日・22日
26日・29日

16日・19日・13日
16日・20日・23日
27日・30日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）

▼
最
優
秀
賞

　「
め
ん
ど
く
さ
い
」　
こ
の
一
言
が
　

環
境
破
壊

　

大
石　

舞
雪
さ
ん
（
五
城
目
小
５
年
）

▼
優
秀
賞

　
省
エ
ネ
を
　

心
が
け
よ
う
　

地
球
の
た
め

金
子　

亜
衣
さ
ん
（
五
城
目
小
５
年
）

　
大
切
に
　

物
を
つ
か
お
う
　

思
い
や
る
心

畑
澤　

風
花
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
佳　
　

作

　
再
利
用
　

地
球
を
守
る
　

だ
い
一
歩

藤
井　

梨
来
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

　
ポ
イ
捨
て
も
　

ち
り
も
積
も
れ
ば
　

山
と
な
る

畑
澤　

希
空
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

平成27年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　大石　舞雪さん）

「めんどくさい」　この一言が　環境破壊
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◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
１
月
１
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈰
ま
で
は
、可
燃

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

▼ 

１
月
11
日
㈪
成
人
の
日
は
、祝
日
で
す
が
可

燃
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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お問い合わせ
町住民生活課（☎852・5112）

し尿のくみ取りはお早めに！ 平
成
27
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す

　年末のし尿くみ取りは大変混み合います。く
み取りの申し込みは下記のとおりですので、お
早めにお電話ください。
▶申込締切日　12月16日㈫
▶申　込　先　・五城目衛生舎 ☎852・3867
 ☎852・3440
　　　　　　　・南秋衛生舎 ☎854・2746
 80120・54・2746
※ 今年は12月30日㈫までくみ取りを行います。
来年は１月7日㈬からくみ取りを始めます。
ご注意ください。

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

○ 天皇誕生日

○ 元日

○ 高齢者体力つく
り教室（広域五
城目体育館・

9：30～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 役場閉庁（１月５
日まで）

○ 役場仕事納めの
式

○ 消防年末年始特
別警戒（３日ま
で）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）
○ 人権困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ 臨時日曜朝市
（朝市通り・

9：00～）
○ 冬のおはなし会
（町民センター・

10：00～）

○ 観光案内人おは
なし会（朝市ふ
れあい館・

10：00～）

○ 認知症カフェ（大
川地区公民館・

13：30～）
○ 率浦大学祭（町
民センター・

10：00～）

○ 食生活改善推進
員養成講座（ケ
アセンター五城
目・10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 町議会12月定
例会（役場役場・
11日まで）

○ 田町介護予防教
室（田町和合会
館・9：30～）

○ 五城目一中授業
参観、全体会、学
年学級ＰＴＡ（五
城目一中・

13：15～）

○ 特設人権相談所
（五城館・

10：00～）

○ 町内小・中学校
冬季休業（１月
13日まで）

○ 食育の日　

○ わんパーク（もり
うやまこども園・

9：30～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ わんパーク（もり
うやまこども園・

9：30～）

○ さる里まるごと
健康づくり事業
（森山地区公民
館・10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

正午～）

○ 第13回あきた
ふるさと手作り
CM大賞（秋田朝
日放送・

16：00～）



師
走
で
す
。年
賀
状
や
ら
大

掃
除
や
ら
何
だ
か
忙
し
い
時
期

に
な
っ
て
き
た
な
あ
と
感
じ
ま

す
。♥
そ
ん
な
慌
た
だ
し
さ
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
、先
月
の
編
集
後

記
に
は
来
月
載
る
は
ず
の（
今

月
号
掲
載
）朝
市
マ
ラ
ソ
ン
の
話

題
を
書
い
て
い
ま
し
た
。び
っ
く

り
で
す
。　（
笹
川
久
美
） 

　

早
々
と「
北
海
道
が
大
雪
、氷

点
下
20
度
以
下
」と
い
う
ニュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。今
年
の
冬
は

平
年
並
み
と
長
期
予
報
も
あ
り

ま
し
た
が
、皆
さ
ん
の
冬
支
度

は
お
済
で
す
か
。ボ
ク
は
、衣
類

や
布
団
を
徐
々
に
冬
用
に
替

え
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ
交
換
を
終

え
、除
雪
道
具
を
準
備
し
ま
し

た
。本
紙
11
㌻
に
あ
る
と
お
り
、

み
ん
な
で
協
力
し
、事
故
の
な
い

よ
う
、こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。 （
柏
　

和
順
）　

「�お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってネ♥」
　　　　　パパ、ママから

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.237

KOHO GOJOME No.977 2015.12.1 24

広
報

平
成
2
7
年
1
2
月
1
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.977　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成27年10月末現在）

□□□　□　□さん 96歳 10月 1日 湯ノ又１区
□　□　□□□さん 73歳 10月 3日 下　高　崎
□　□　□　□さん 86歳 10月 3日 畑　　町
□　□　□□□さん 89歳 10月 6日 上樋口（上）
□　□　□　□さん 82歳 10月 8日 西　　野
□□□　□　□さん 83歳 10月 9日 恋　　地
□　□　□□□さん 85歳 10月 9日 野　　田
□□□　□　□さん 90歳 10月10日 岡本一区
□　□　□　□さん 91歳 10月13日 杉　　沢
□　□　□　□さん 94歳 10月16日 町　　村
□　□　□　□さん 88歳 10月17日 岡本二区
□　□　□□□さん 76歳 10月20日 谷　地　中
□□□　□　□さん 66歳 10月20日 曙　　町
□　□　□　□さん 88歳 10月21日 一　番　町
□　□　□　□さん 99歳 10月21日 西　　野
□　□　□　□さん 77歳 10月25日 矢　場　崎
□　□　□　□さん 63歳 10月26日 黒土１区
□□□　□　□さん 82歳 10月30日 米　沢　町

   前月比 昨年比
人　口 10,010 （－15） （－236）
（男） 4,660 （－05） （－092）
（女） 5,350 （－10） （－144）
世　帯 4,160 （－05） （－037）

□　□　□　□ちゃん� 10月19日� □　□・□　□� 東磯ノ目

□　□　□　□ちゃん� 10月20日� □　□・□　□� 中　川　原

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！
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